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チャレンジドオフィスは、障害のある職員が集まって文書や
物品の配送、事務作業を行う集約型オフィスで、ジョブコーチ
が常駐しています。障害のある職員が能力を発揮し、活躍でき
る環境を整えるとともに、各区局の業務を集約することで効
率化につなげることを目的として、平成28年に開設しまし
た。現在は区役所にも集約型オフィスの設置が進んでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一人ひと
りに担当のジョブコーチが付き、定期的に職場を訪問
するなど相談しやすい体制を整えています。

朝礼（ストレッチ、業務日誌記入等）
一日の業務確認
郵便物などの集荷・配送、消耗品の補充・配達
終わり次第、事務業務
昼休憩　
郵便物などの集荷・配送、消耗品の補充・配達
終わり次第、事務業務
夕礼（1日の振り返り、業務日誌記入）
業務終了　

横浜市役所は、18の区役所と約

30の局・統括本部から組織され、

377万人の市民生活を支えてい

ます。

横浜市役所では800名以上の障

害のある職員が市役所や区役所、

学校など幅広い職場で活躍して

います。障害のある職員のうち、

会計年度任用職員として働く職員

の職場を紹介する動

画をウェブサイトに

掲載しています。

障害のある人の雇用の機会

の確保及び障害のある職員

が安心して働くことができ

る環境整備をより一層進め

ていくため、障害者活躍推進

計画を策定・公

表しています。

障害のある人を対象とした会計年度任用職員の職場案内





事務の仕事で、印刷や配付物の仕分け、押印など、地道
で丁寧な業務にやりがいを感じました。またパソコン入
力では、日々の業務でタイピングが速くなるなど入力ス
キルが身についてきたことにもやりがいを感じます。

学校では、学校のポスト内の封書や新聞の確認、仕分け、
配付、（朝の打ち合わせ参加後）、各クラスの出欠表印刷
と送付、職員の勤怠（出張・休暇等）の記録、児童生徒の
登下校誘導と見守り等が主な仕事です。

報告、連絡、相談、臨機応変な対応ができるようになった
ことです。１年目は学校という職場に慣れていなくて、コ
ミュニケーションをとったり、臨機応変な対応をしたりす
ることが苦手でしたが、職場に慣れていくうちに少しず
つできるようになり、先生方が出張や不在の場合に指示
がなくても時間を見て行動できるようになりました。

北綱島特別
支援学校

市庁舎

初めは自分から声をかけることができず、不安もありま
したが、職場の皆さんがとても暖かく接してくれたため、
徐々に自分から話せるようになりました。今では仕事で
わからないことがある時は自分から積極的に質問できる
ようになり、その結果、仕事の範囲を広げることができま
した。コミュニケーションが自分の中で一番成長した事だ
と実感しています。

担当業務は郵便物の配送、仕分け、事務作業です。事務
作業は主に封入、封緘、押印、シール貼りなどの業務があ
ります。他の職場に出張して書類の仕分けや並べ替えを
する作業も月に数回おこなっています。

新しい環境での仕事は不安や緊張があると思います。私
も同じ気持ちでスタートしました。ですが心配しなくて大
丈夫です。先輩たちが優しく迎えてくれますし、ジョブ
コーチと相談しながら仕事を進めることができます。皆さ
んと一緒に働ける日を楽しみにしています！


